
８
月

日
か
ら
開
会
し

29

て
い
た
鶴
岡
市
議
会
９
月

定
例
会
が
、
９
月

日
閉

20

会
し
ま
し
た
。

市
長
提
案
の
平
成

年
28

度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
、
病
院

・
水
道
・
下
水
道
事
業
会

計
の
決
算
の
認
定
、
平
成

年
度
一
般
会
計
補
正
予

29算
、
国
保
、
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
な
ど
25

議
案
が
認
定
・
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

共
産
党
は
一
般
会
計
・

３
特
別
会
計
・
２
事
業

会
計
決
算
に
反
対

日
本
共
産
党
市
議
団

は
、

年
度
決
算
の
う
ち

28

一
般
会
計
及
び
国
保
・
介

護
・
後
期
高
齢
者
医
療
の

３
特
別
会
計
、
水
道
、
下

水
道
の
２
事
業
会
計
に
反

対
し
ま
し
た
。

決
算
議
案
に
、
決
算
特

別
委
員
会
で
菅
井
巌
議
員

が
、
本
会
議
で
加
藤
鉱
一

議
員
が
反
対
討
論
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
議
案

に
は
市
民
ク
ラ
ブ
と
田
中

宏
・
今
野
良
和
両
議
員
も

反
対
し
、
党
市
議
団
以
外

に
他
会
派
も
反
対
し
た
の

は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

櫛
引
公
民
館
廃
止
は

社
会
教
育
の
後
退

条
例
で
は
、
公
民
館
設

置
管
理
条
例
及
び
、
農
村

地
域
工
業
等
導
入
審
議
会

条
例
の
一
部
改
正
に
反
対

し
ま
し
た
。

公
民
館
で
は
、
櫛
引
公

民
館
を
櫛
引
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
に
変
更
し
、
温
海

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
鶴

岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
施
設
に
す
る
も
の
で
、

加
藤
鉱
一
議
員
が
反
対
討

論
に
立
ち
、
「
社
会
教
育

法
に
も
と
づ
く
公
民
館
が

旧
町
村
か
ら
す
べ
て
廃
止

さ
れ
、
社
会
教
育
の
後
退

と
な
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

農
村
地
域
工
業
等
導
入

審
議
会
条
例
で
は
菅
井
巌

議
員
が
反
対
討
論
に
立

ち
、
「
法
律
名
が
農
村
地

域
工
業
等
導
入
促
進
法
か

ら
農
村
地
域
産
業
等
導
入

促
進
法
に
変
え
ら
れ
た

が
、
対
象
と
な
る
業
種
の

限
定
が
廃
止
さ
れ
、
安
倍

政
権
が
す
す
め
る
農
業
の

構
造
改
革
、農
地
の
集
積
、

集
約
化
に
し
た
が
う
こ
と

を
条
件
に
企
業
誘
致
を
す

す
め
る
も
の
で
、
農
業
と

産
業
の
均
衡
あ
る
発
展
が

妨
げ
ら
れ
る
恐
れ
が
あ

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

「
給
食
無
償
化
」
新
政

ク
ラ
ブ
だ
け
が
反
対

請
願
で
は
、
子
育
て
協

同
の
会
（
大
高
全
洋
代
表
）

か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た

「
学
校
給
食
費
無
償
化
に

関
す
る
請
願
」
が
賛
成
10

人
（
共
産
党
市
議
団
、
市

民
ク
ラ
ブ
、
無
所
属
）
、

反
対

人
（
新
政
ク
ラ

15

ブ
）
、
棄
権
３
人
（
政
友

公
明
ク
ラ
ブ
）
で
不
採
択

と
さ
れ
ま
し
た
。

賛
成
討
論
を
行
っ
た
加

藤
太
一
市
議
は
、
「
義
務

教
育
無
償
化
、食
育
教
育
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
学

校
の
給
食
費
徴
収
事
務
の

削
減
に
よ
る
教
育
効
果
の

拡
大
等
、効
果
が
大
き
く
、

国
へ
実
施
を
要
求
し
な
が

ら
段
階
的
無
償
化
も
含
め

行
う
べ
き
」
と
賛
成
討
論

を
行
い
ま
し
た
。

反
対
討
論
を
行
っ
た
尾

形
昌
彦
議
員
は
、
「
完
全

無
償
化
は
経
費
が
か
か
り

他
の
施
策
に
影
響
が
出

る
」
な
ど
と
請
願
の
趣
旨

を
ね
じ
曲
げ
た
反
対
討
論

を
行
い
ま
し
た
。

学
校
給
食
の
無
償
化
に

つ
い
て
は
、
市
長
選
挙
に

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る

皆
川
お
さ
む
氏
が
、
段
階

的
無
償
化
を
政
策
と
し
て

掲
げ
て
い
ま
す
。
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克
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幸
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野
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佐
藤

文

一

28年度鶴岡市一般会計決算の認定 欠 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ● ● ● ● ○ ○ 議

28年度鶴岡市国民健康保険、介護保険、後

期高齢者医療保険の３特別会計、水道及び
下水道の２事業会計決算の認定

欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ○ ○

長

学校給食無償化に関する請願 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ※ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●○ ○ ○ ●※

櫛引公民館を廃止し、温海ふれあいセンター

と共に生涯学習センターに移行する条例改正
欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ○ ○

農業の構造改革、農地の集積、集約化を条件

に企業誘致をすすめる鶴岡市農村地域工業
等導入審議会条例の一部改正

欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ○ ○

※採決時に退席し棄権

連
の
解
体
な
ど
激
動
の
時

代
に
議
員
の
活
動
を
開
始

し
た
こ
と
に
触
れ
、
退
任

の
今
日
も
、
米
朝
対
立
な

ど
世
界
と
日
本
が
激
動
の

中
に
あ
る
と
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
の

要
望
が
実
現
し
た
と
き
は

議
員
と
し
て
の
役
割
を
嬉

し
く
思
っ
た
、
今
後
は
新

し
い
人
が
も
っ
と
議
員
に

挑
戦
す
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
と
述
べ
ま
し
た
。

９
月
議
会
議
事
終
了

後
、
今
期
で
退
任
す
る
議

員
７
人
の
う
ち
６
人
が
本

会
議
場
で
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
加
藤
太

一
議
員
は
、
初
当
選
期
の

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
、
ソ

加
藤
太
一
議
員
が
退
任
あ
い
さ
つ

旧
鶴
岡
市
か
ら
７
期

年
務
め
る

26



平
成
大
合
併
の
最
大
の

目
的
で
あ
る
地
方
交
付
税

の
段
階
的
削
減
が
平
成
28

年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。鶴

岡
市
の
段
階
的
削
減

額
は
、

年
度
２
億
３
４

28

０
３
万
円
、

年
度
は
予

29

算
ベ
ー
ス
で
６
億
１
５
０

２
万
円
で
す
。

合
併
後

年
間
は
、
合

10

併
前
の
市
町
村
ご
と
に
算

定
し
た
普
通
交
付
税
の
総

額
が
配
分
さ
れ
（
合
併
算

定
替
）
、
合
併

年
目
か

11

ら
段
階
的
に
減
ら
さ
れ
、

年
目
に
は
純
粋
に
一
つ

16の
自
治
体
と
し
て
算
定
さ

れ
ま
す
（
一
本
算
定
）
。

合
併
算
定
替
と
一
本
算

定
の
乖
離
額
は
、
全
国
の

合
併
自
治
体
で
そ
の
影
響

が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

総
務
省
は

年
２
月
に

27

特
例
措
置
終
了
後
の
新
た

な
財
政
支
援
策
と
し
て
、

周
辺
部
の
地
域
振
興
や
支

所
経
費
、
消
防
や
小
中
学

校
費
な
ど
の
加
算
を
決
め

ま
し
た
。

合
併
算
定
替
と
一
本
算

定
の
乖
離
額
９
３
０
０
億

円
の
う
ち
、

％
程
度
、

72６
７
０
０
億

円
を
今
後
も

残
す
こ
と
を
決
め
て
い
ま

す
（
総
務
省
財
政
局
、
平

成

年
２
月

日
付
け
通

27

18

知
「
市
町
村
の
姿
の
変
化

に
対
応
し
た
交
付
税
算
定

に
つ
い
て
」
）。

鶴
岡
市
の
場
合
、
乖
離

額
は

年
度
の
試
算
で
約

25
億
円
で
し
た
が
、

年

40

29

度
の
試
算
で
は
約

億
円

20

に
圧
縮
さ
れ
、
今
後
も
さ

ら
に
圧
縮
と
な
る
見
込
み

で
す
。

鶴
岡
市
は
乖
離
額

億
40

円
を
見
込
み
、
行
革
で
住

民
サ
ー
ビ
ス
削
減
と
民
営

化
、
学
校
統
廃
合
と
支
所

機
能
の
縮
小
を
強
行
に
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

誤
り
は
明
白
で
す
。

雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
9月22日入札分

・市公共下水道事業 雨水茅原第１幹線2-6．2-8号新設工事（宝田三丁
目地内）（入札8業者うち1業者辞退）
(株)佐藤組 177,800,000円（180,763,000円）工期～30/3/23（落札率98.36％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月22日入札分

・市公共下水道事業 汚水4027～4039号新設工事（今泉地内）（入札20
業者うち3業者辞退）
笠原建設工業(株) 47,500,000円（48,560,000円）

工期～30/3/16（落札率97.82％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
9月21日入札分

・都市計画道路3.4.19号山王町本町線(市道大泉橋一日市町線)電線共
同溝予備設計業務（本町一丁目地内ほか）（入札16業者うち1業者辞退）
(株)エイト日本技術開発 4,588,000円（8,028,000円）

期間～30/3/23（落札率57.15％）
・市道南町荒町大宝寺町線道路改良工事（本町二丁目地内）（入札6業
者）
田川砂利工業(株) 5,210,000円（5,400,000円）工期～30/1/12（落札率96.48％）
・井岡1号線ほか1路線道路改良工事（井岡地内）（入札6業者）
小野寺建設(株) 10,980,000円（11,336,000円）工期～12/27（落札率96.86％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
9月21日入札分

・藤島くりくり保育園温水機更新工事（藤島字笹花82-1）（入札5業者
うち1業者無効）
東洋空調工業(株) 5,390,000円（5,500,000円）工期～12/25（落札率98.00％）
・下名川住宅11号棟屋根改修工事
不調

羽黒庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
9月21日入札分

・平成28年災33-9、33-10玉川、院主南地区災害復旧工事(繰越明許)
中止

・平成28年災33-7、33-13・33-109、33-15桜ヶ丘、真木森、川代山地
区災害復旧工事(繰越明許)
中止

・平成28年災33-8東増川山農地災害復旧工事(繰越明許)
中止

温海庁舎総務企画課入札結果（ ）内は予定価格
9月21日入札分

・温海山崩れ発生予知施設撤去工事
不調

水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月19日入札分

・宝田三丁目地内径100粍配水管移設工事その２（宝田三丁目地内）（入
札7業者）
(有)東管工業 11,500,000円（11,710,000円）工期～12/15（落札率98.21％）

合併算定替と一本算定の乖離額の推移（単位：千円）

合併算定替 一本算定 乖離額

平成18年度 18,801,785 15,635,937 3,165,848

平成19年度 18,359,815 15,079,265 3,280,550

平成20年度 19,455,134 16,177,414 3,277,720

平成21年度 19,439,578 16,245,052 3,194,526

平成22年度 20,611,029 17,274,428 3,336,601

平成23年度 20,848,478 17,019,402 3,829,076

平成24年度 20,973,924 16,957,420 4,016,504

平成25年度 21,132,077 17,051,809 4,080,268

平成26年度 21,320,029 17,744,925 3,575,104

平成27年度 20,957,037 17,903,581 3,053,456

平成28年度 21,159,514 18,782,809 2,376,705

平成29年度 20,560,809 18,470,438 2,090,371

９
月

日
、
鶴
岡
市
第

24

一
コ
ミ
セ
ン
と
第
一
小
学

校
を
会
場
に
鶴
岡
市
総
合

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。訓

練
に
は
、
地
元
第
一

学
区
住
民
、
消
防
、

警
察
、
協
力
企
業
、

団
体
な
ど
１
７
０
０

人
が
参
加
し
ま
し

た
。訓

練
は
、
大
型
台

風
の
接
近
と
豪
雨
に

よ
る
特
別
警
報
の
発

表
を
想
定
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

加
藤
太
一
市
議
が

市
民
文
教
常
任
委
員

と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。

普通交付税交付基準額 （単位：千円）

平成29年度 平成28年度 平成27年度

合併算定替 20,560,809 21,159,514 20,995,456

旧鶴岡市 9,538,730 9,897,186 9,877,223

旧藤島町 2,337,854 2,377,507 2,318,465

旧羽黒町 2,185,356 2,215,321 2,194,131

旧櫛引町 1,988,823 1,995,692 1,966,483

旧朝日村 2,064,972 2,156,377 2,160,907

旧温海町 2,445,074 2,517,431 2,478,247

一本算定 18,470,438 18,782,809 17,938,528

合併算定替 - 一本算定 2,090,371 2,376,705 3,056,928

①普通交付税 20,560,809 21,159,514 20,995,456

②調整額 ▲ 26,284 ▲ 28,020 ▲ 38,419

③段階的縮減額 ▲ 615,024 ▲ 234,039

①+②+③

普通交付税（実交付額） 19,919,501 20,897,455 20,957,037

標準財政規模 39,451,849 39,633,434

※平成29年度は予算ベース
※調整額とは、財源不足額の全国計と普通交付税の総額の差額
を、各地方団体の基準財政需要額に応じて按分し減額する措置
※段階的縮減とは、合併後10年が経過し特例期間が終了すると
、5年間かけて段階的に合併算定替が縮減


